
展
開

指
導
上
の
重
点
目
標

学　

習　

活　

動

指
導
上
の
留
意
点

導
入

1
短
歌
を
身
近
に
感
じ
、
読
み

取
る
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ

る
。

❶
国
語
便
覧
を
使
用
し
て
正
岡
子

規
・
与
謝
野
晶
子
・
若
山
牧
水
・

石
川
啄
木
・
斎
藤
茂
吉
に
つ
い
て

文
学
史
上
の
位
置
と
役
割
を
確
認

す
る
。
知
技

❷
短
歌
一
首
の
板
書
、
朗
読
と
分

析
・
読
解
・
修
辞
法
・
鑑
賞
な
ど

の
例
を
見
て
発
表
方
法
を
理
解
す

る
。
知
技

❶
国
語
便
覧
の
要
所
を
生
徒
に
当
て
て
音
読
さ
せ
る
。
文
学
史
の
中
で
近
代
短
歌
に

つ
い
て
意
識
を
喚
起
さ
せ
る
。

❷
子
規
の
「
く
れ
な
ゐ
の
」
の
よ
う
に
読
み
慣
れ
な
い
旧
仮
名
遣
い
の
歌
を
板
書
し
、

音
読
方
法
確
認
し
、
同
時
に
句
切
れ
や
語
句
の
調
べ
方
を
指
示
す
る
。

展
開

1
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
短

歌
を
味
わ
う
方
法
を
考
え
さ

せ
る
。

2
近
代
歌
人
の
作
風
の
特
長
を

理
解
し
、
主
題
を
つ
か
ま
せ

る
。

3
短
歌
の
背
景
と
な
る
時
代
や
、

各
歌
人
の
人
生
認
識
を
把
握

さ
せ
る
。

4
戦
中
戦
後
の
短
歌
や
前
衛
短

歌
・
現
代
短
歌
を
理
解
し
、

主
題
を
つ
か
ま
せ
る
。

❶
二
人
一
組
（
ま
た
は
班
）
で
、
子

規
・
晶
子
・
牧
水
・
啄
木
・
茂
吉

の
五
歌
人
の
短
歌
に
つ
い
て
、
朗

読
・
分
析
し
、
読
解
と
鑑
賞
を
発

表
す
る
。
主
態

❷
「
明
星
」
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
歌

風
の
違
い
を
挙
げ
て
確
認
す
る
。�

知
技

❶
子
規
の
歌
に
つ
い
て
、
同
音
の
連
続
・
感
動
の
中
心
を
確
認
さ
せ
る
。

❷
晶
子
の
歌
に
つ
い
て
「
桜
月
夜
」「
や
は
肌
の
あ
つ
き
血
潮
」
な
ど
、
表
現
の
効

果
を
理
解
さ
せ
る
。

❸
牧
水
の
歌
に
つ
い
て
、「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
」
や
「
寂
し
さ
の
終
て
な
む
国
」

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
理
解
さ
せ
る
。
ま
た
、「
白
鳥
」
の
色
彩
感
覚
に
つ
い
て

気
づ
か
せ
る
。

❹
啄
木
の
歌
に
つ
い
て
、
三
行
表
記
・
句
切
れ
・
擬
音
語
・
字
余
り
の
効
果
を
確
認

さ
せ
る
。

❺
茂
吉
の
歌
に
つ
い
て
、
玄
鳥
の
効
果
や
「
ふ
た
つ
」
と
表
現
し
て
い
る
理
由
を
鑑

賞
さ
せ
る
。
ま
た
、「
～
け
る
か
も
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
茂

吉
の
「
玄
鳥
」
と
牧
水
の
「
白
鳥
」
の
色
彩
と
そ
の
効
果
の
違
い
を
比
較
さ
せ
て

も
よ
い
。

❻
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
派
、「
明
星
」
派
な
ど
の
流
派
に
つ
い
て
理

解
さ
せ
る
。
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指
導
計
画
案



❸
国
語
便
覧
を
使
用
し
て
斎
藤
史
・

寺
山
修
司
・
春
日
井
健
・
俵
万
智

に
つ
い
て
文
学
史
上
の
位
置
と
役

割
を
確
認
し
た
上
で
、
二
人
一
組

（
ま
た
は
班
）
で
歌
を
鑑
賞
す
る
。�

思
判
表

❼
春
日
井
健
に
つ
い
て
は
、
別
資
料
や
解
説
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
後
出
の

〔
参
考
〕
に
三
島
由
紀
夫
が
健
を
評
し
た
文
章
を
掲
載
し
た
。

❽
史
の
歌
に
つ
い
て
、
色
彩
感
覚
や
触
覚
・
温
度
感
覚
な
ど
を
確
認
す
る
。
そ
こ
か

ら
表
現
さ
れ
る
心
情
を
理
解
す
る
。

❾
修
司
の
歌
に
つ
い
て
、
句
切
れ
・
戦
中
戦
後
で
の
祖
国
意
識
を
理
解
す
る
。

❿
建
の
歌
に
つ
い
て
、
句
跨
が
り
・
倒
置
法
・
対
句
的
な
表
現
を
理
解
さ
せ
る
。

⓫
万
智
の
歌
に
つ
い
て
、
会
話
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
か
考
え
さ
せ
る
。

⓬
戦
後
の
自
由
な
文
芸
活
動
と
現
代
短
歌
、
そ
の
中
に
前
衛
短
歌
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
。
修
司
の
俳
句
・
映
画
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
姿
勢
と
、
建

の
物
語
性
を
取
り
入
れ
た
姿
勢
を
理
解
さ
せ
る
。
ま
た
、
万
智
の
日
常
的
中
で
の

発
見
と
表
現
方
法
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
。

ま
と
め

と
発
展

1
和
歌
・
短
歌
を
言
語
文
化
の

流
れ
と
し
て
理
解
さ
せ
る
。

2
和
歌
・
短
歌
で
使
用
さ
れ
て

い
る
様
々
な
技
法
に
つ
い
て

確
認
さ
せ
る
。

❶
歌
の
呼
応
に
つ
い
て
理
解
す
る
。�

知
技

❷
本
歌
取
り
の
効
果
に
つ
い
て
理
解

す
る
。
知
技

❸
和
歌
・
短
歌
に
お
け
る
強
調
の
表

現
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
知
技

❹
和
歌
・
短
歌
に
使
わ
れ
て
い
る
枕

詞
を
理
解
し
、
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を

広
げ
る
。
思
判
表

❶
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」（
二
七
二
ペ
ー
ジ
・
上
段
）
の
2
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

❷
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
3�

4
を
実
施
し
、
本
歌
取
り
や
、
そ
の
伝
統
に
つ
い
て
理

解
さ
せ
る
。

❸
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
5�

6
を
実
施
し
、
係
り
結
び
や
助
詞
に
よ
っ
て
作
者
の
心

情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

❹
「
言
葉
と
表
現
」（
二
七
二
ペ
ー
ジ
・
下
段
）
1�

2
を
実
施
し
、
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を

広
げ
さ
せ
る
。
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